
この度は、お買上げ下さいまして誠にありがとうございます。

共通　組立説明書

完成図

タクボ自転車置場

（SP102LF型 ３連棟の例）

【後柱用穴】

【前柱用穴】
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●柱位置の穴のコンクリート詰めと土

　間コンクリート打ちは、本体の組立が

　終わってから行います。

●基礎間の寸法の位置決めは、正確に

　行ってください。

●コンクリートの養生は十分行ってくだ

　さい。

M10×20
六角ボルト

M10ネジキャップ

柱梁連結金具

連結カバー
後柱

後柱左
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後柱中

後柱中
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後柱右
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前柱左右
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筒カバー

梁

柱取付金具

後柱

梁

梁

梁

梁

梁

M8×20
六角ボルト

M8ネジキャップ

M6×12
六角ボルト

φ4×12
皿タッピンねじ
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－ A － 参照

－ A － 参照

－ D － 参照

－ E・F・G・H － 参照

－ C － 参照

－ A －

－ A －

－ A － － C －

－ B －

－ D －

－ Ｂ － 参照

【基礎打設作業】

【後柱と梁の連結】

柱と梁の組立

【前柱と梁の連結】

【柱取付金具の取付】

●基礎は別途施工です。別添の基礎施工図を
　参照してください。

●柱埋め込み位置を出し、柱の基礎穴を掘り、基
　礎穴底面に 砕石・捨てコンクリート を入れて、
　G.L.下 300㎜の位置でレベルを出します。

●柱梁連結金具で連結カバーをはさみ、後柱と
　梁 を差し込んで、M10×20六角ボルトで固定
　してください。
　

●後柱 に アンカー棒 を差し込みます。

※後柱の背面にはG.L.シールが貼ってあり、シ
　ールのラインが、後柱の下端から300㎜の高さ
　を表しています。

●前柱を、梁の金具にM8×20六角ボルトで取
　り付けてください。

●梁の先端に筒カバーをφ4×12皿タッピンねじ
　で取り付けてください。

●柱に柱取付金具をM6×12六角ボルトで取り
　付けてください。

前柱には前後があります。半月型の切り欠ぎ

が浅い方を前に向けてください。

前後を間違えると、柱が垂直に立ちません。

M8ボルトとM10ボルトの頭を、M8ネジキャ

ップとM10ネジキャップでカバーしてください。

図は立てた状態になっていますが、横に

寝かせて組み立てを行ってください。

株式
会社

深い

金具

前柱

梁

浅い

アンカー棒

G.L.シール

●後から見た
　図です。
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●組立前に、この組立説明書と別添の取扱説明書・基礎施工図/部品明細

　を、よく読んで組み立ててください。

　また、これらの説明書は、組立終了後も必ず大切に保管してください。

●この組立説明書は、３連棟(SP102LF-03：スパン2500㎜)について

　説明していますが、連棟数およびスパンが違っても組立方法は同じです。

●組立のとき、絶対に自転車置場の上に乗って作業をしないでください。

●屋根板の固定には、M6ゆるみ止めナットを必ず使用してください。(他の

　部品は通常のナットです。)

●組立前に別添の部品明細で部品をご確認ください。(基礎施工図のうら面

　が部品明細になっています。)

SP100LF・SP100LFH　(スパン2000㎜)

SP101LF・SP101LFH　(スパン2250㎜)

SP102LF・SP102LFH　(スパン2500㎜)

SP103LF・SP103LFH　(スパン2750㎜)
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M6×12
六角ボルト

M6×12
六角ボルト

－ B －

－ A －

－ A －

柱取付金具

株式
会社－ P 2 －　［SP10LF : 2023.12］

3

－ B － 参照

－ B － 参照

－ A － 参照

【腰板枠の組立.1 】

●腰板下枠左右の両端に腰板縦枠を差し込み、
　M6×12六角ボルトで取り付けます。

●腰板下枠左右の中央部に、中補強２本をM6
　×12六角ボルトで取り付けます。

●腰板下枠後の両端に腰板縦枠を差し込み、
　M6×12六角ボルトで取り付けます。

腰板下枠には 水切り穴（丸穴）があり、腰板
上枠にはありません。必ず 腰板下枠を下に
して組み立ててください。

[左・右側面腰板部]

[後面腰板部]

腰板下枠後は、前後の向きにご注意ください。

腰板縦枠は、金具のミミがある方を上に向
けて取り付けてください。

－ C － 参照

中補強（後の前）は、上下の向きに注意して
前側に取り付けてください。

●腰板下枠後の中央部に、中補強と中補強（後
   の前）を、M6×12六角ボルトで取り付けます。

腰板の組立

前(内)

外

前(内)

外

前(内)

外

腰板下枠 後

腰板上枠 後

腰板 後

腰板下枠 左右

腰板上枠 左右

腰板 左右

中補強

中補強

中補強
(後の前)

腰板縦枠

腰板縦枠

腰板縦枠

金具

－ A －

－ B －

－ C －

注：金具のミミがある方を
　  上へ向けてください。

注：このネジ穴を前へ向けて
　  組み立ててください。

注：この穴の方を下にして
　  組み立ててください。

左・右側面腰板部 後面腰板部

左・右側面腰板部 後面腰板部

左・右側面腰板部 後面腰板部
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六角ボルト

M6
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M6
ネジキャップ

M6
ネジキャップ

M6
ネジキャップ

M6
ネジキャップ

M6
ネジキャップ

M6
ネジキャップ

M6
ネジキャップ

M6×12
六角ボルト

M6×12
六角ボルト

M6×12
六角ボルト

M6×12
六角ボルト

上
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－ A －

－ A －

－ B －
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9
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※１

※１

φ8穴加工
(現地にて)

φ8穴加工
(現地にて)

※１ の寸法

SP101LF・101LFH

SP100LF・100LFH

SP102LF・102LFH

SP103LF・103LFH

1037.5㎜

912.5㎜

1162.5㎜

1287.5㎜

外
側
（
表
面
）

内
側
（
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面
）

外
側
（
表
面
）

内
側
（
裏
面
）

－ A・B － 参照

【腰板の取付】

●腰板の図 －Ａ－ 部には、穴あけが必要です。
　現場にて φ8㎜ の穴をあけてください。

●組み立てた 腰板縦枠・腰板下枠・中補強 の
　すき間に、腰板左右・腰板後 を上からそれぞ
　れはめ込みます。

腰板には表裏がありますので、必ず表面を
外側に向けてはめ込んでください。

M6×45
六角ボルト

M6×45
六角ボルト

M6×45
六角ボルト

M6ナット

M6ナット

－ A － 参照

【腰板枠の組立.2 】

●腰板上枠左右・腰板上枠後 を、それぞれ腰板
　縦枠 に差し込み、M6×12六角ボルトで取り
　付けます。

●中補強と中補強（後の前）のまん中の穴を、M6
　×45六角ボルトとM6ナットで固定します。

M6×45六角ボルトは、外側（表面）

から取り付けてください。

－ B － 参照

－ A・B － 参照

【柱立てと腰板の柱への取付】

●『左・右側面腰板部』も同様に、柱取付金具に

　上から引っ掛けて、M6×12六角ボルトで取り

　付けてください。

●M6×12六角ボルトの頭は、M6ネジキャップ

　でカバーしてください。

●　 で組み立てた柱と梁の連結材を、左端から

　順に起こしながら、『後面腰板部』の腰板縦枠

　の金具を柱取付金具に上から引っ掛けて、M6

　×12六角ボルトで柱に取り付けていきます。

２

各柱の水平・垂直や、柱間のレベルを

確認してください。
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腰板の表裏にご注意ください。必ず表面が
外側へ向くように組み立ててください。

●ネジをしっかりと締め付けてから、ここで使用
　したすべての M6ボルトの頭 と M6ナットを、
　M6ネジキャップでカバーしてください。

M6ナット

M6
ネジキャップ

M6
ネジキャップ

M6
ネジキャップ



屋根板の固定には、

必ずゆるみ止めナット　　を使用し、

最後に屋根用M6ネジキャップ　　 で

カバーしてください。

M6×40
六角ボルト

M6高ナット

M8×20
六角ボルト
M8×20

六角ボルト

M8×20
六角ボルト
M8×20

六角ボルト
M8×20

六角ボルト
M8×20

六角ボルトM8
ネジキャップ

M8
ネジキャップ

M8
ネジキャップ

M8
ネジキャップ

M8ナット
M8

ナットキャップ
M8

ナットキャップ
M8

ナットキャップ
M8

ナットキャップ
M8

ナットキャップ
M8

ナットキャップ

母屋

端母屋
(左用)

端母屋
(右用)

M6×65
六角ボルト
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－ A・B・C － 参照

－ B －

－ B －

－ A －

－ A －

－ C －

－ C －

－ C －

－ D － － E － － F －
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高ナットを取り付けるM6×40六角ボルトは

きつくしめ付けてください。また、高ナットは

母屋を梁にのせる前に取り付けてください。

母屋は、注意シールが添付されている
ものを、最前列に取り付けてください。

車止め棒

車止め棒

車止め棒

車止め棒
取付金具小

車止め棒
取付金具小

車止め棒

車止め棒

車止め棒

車止めカバー端

端母屋

※きつくしめ付けてください。

端母屋
(右用)

端母屋
(右用)

母屋
(シール付)

母屋
(シール付)

母屋
(シール付)

母屋

端母屋
(左用)

端母屋
(左用)

車止めカバー小

50
0

50
0

50
0

50
0

50
0

50
0

50
0

50
0

25
0

【車止め棒の取付】

●『後面腰板部』の下枠と中補強(後の前)に、

　車止め棒を取り付けてください。

●車止め棒は、車止めカバー端・車止めカバー

　小・車止め棒取付金具小を使って、M6×65

　六角ボルトで取り付け、ボルトの頭をM6ネジ

　キャップでカバーしてください。

高ナット取付順序

屋根板並べ順序

左
端

左
端

－ A － 参照

－ B － 参照

－ D・E・F － 参照

－ C － 参照

【高ナットの取付】

●母屋・端母屋に、M6高ナットをM6×40六角

　ボルトで取り付けます。

【母屋の取付】

●梁に、母屋・端母屋をM8×20六角ボルトと

　M8ナットで取り付け、M8ネジキャップとM8

　ナットキャップでカバーしてください。

●高ナットは、左端から500㎜ピッチで取り付

　けますが、最後の右端が750㎜ピッチになる

　場合は、500㎜＋250㎜ピッチで取り付け

　てください。

端母屋は、M6高ナットの取付位置によって

左右一対を 4セット 作ります。

φ8穴加工（5ヶ所）

※半枚重ねになる場合

最後が半枚重ねになる場合は、現場で

φ8㎜の穴をあけてください。

【屋根板の並べ】

－ A・B － 参照

【屋根板の固定】

●屋根板は、重ね部分に防水テープを貼りなが

　ら、前から見て左端より順に並べていきます。

●屋根板は、パッキン・屋根座金とM6ゆるみ止

　めナットで固定し、屋根用M6ネジキャップで

　カバーしてください。

※左右両端の部分（★印）は、後で側面化粧板

　と一緒に固定しますので、この時点では止め

　付けないでください。

－ D － 参照

－ C － 参照

右端

－ D －

－ C －

－ B －

－ A －

この位置には穴がありません。
現場にて穴をあけてください。

ミミのある方が上になります。

防水テープ

裏紙をはがして貼り付けます。

【屋根板の重ね合わせ方法 … 500㎜ピッチで終わる場合】

【屋根板の重ね合わせ方法 … 最後が半枚重ねになる場合】

左
端

左
端

右
端

右
端

防水テープ

屋根板

防水テープ貼り方向

屋根用M6ネジキャップ

M6ゆるみ止めナット

屋根座金

パッキン
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M8ナット

母屋

母屋

M8ナット

母屋

M6×65
六角ボルト

車止め棒
取付金具小

車止めカバー端

M6×65
六角ボルト

前

前

前

M6
ネジキャップ

M6
ネジキャップ

M6
ネジキャップ

M6
ネジキャップ

M6
ネジキャップ

M8
ネジキャップ

M8
ネジキャップ



コーキング

コ
ーキ

ン
グ

コ
ーキ

ン
グ

●たて樋は、長めのものが入っています。ノコギリ
　などで必要な長さに切断してください。
　(残りは-F-で使用します。)

●後柱に丸樋サドル取付台と取付台アタッチメン
　トを、M4×20トラスネジで取り付けます。
　（ １ 本の柱に３ヶ所ずつ）

●たて樋に丸樋サドルを上から通します。
　（ １ 本あたり３ヶ所ずつ）

●たて樋を、軒樋中と軒樋左の落し口に差し込み
　ます。

●たて樋に通しておいた丸樋サドルを、丸樋サド
　ル取付台に押し込みます。

●たて樋の下部に、エルボ を取り付けます。

M6×20
六角ボルト

M5×10
トラスネジ

M5×10
トラスネジ

M5×10
トラスネジ

M4×20
トラスネジ

M6
ネジキャップ

M6ナット
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－ A － 参照

－ B・C・D － 参照

－ E・F・G － 参照

－ B －

－ B －

－ A －

－ A －

－ E －

－ E －

－ F －

－ F －

－ C －

－ C －

－ D －

－ D －

【側面化粧板の取付】

10

軒樋の連結部および、軒樋と側面

化粧板の連結部は、内側をコーキ

ングしてください。

落し口

後柱左

後柱中

軒樋中

軒樋中

軒樋中

軒樋左

屋根板

前面
化粧板左

側面化粧板左 前面化粧板中

側面化粧板左

落し口

軒樋

取付台
アタッチメント丸樋サドル

取付台

丸樋サドル

ノコギリなどで   

カットしてください。

屋根用M6
ネジキャップ

M6ゆるみ止め
ナット

屋根座金

パッキン

●側面化粧板左・右を屋根板にかぶせて、パッキ
　ン・屋根座金・M6ゆるみ止めナットで固定し、
　屋根用M6ネジキャップでカバーしてください。

【前面化粧板の取付】

●前面化粧板左・前面化粧板中・前面化粧板右
　を、左端より順に取り付けます。

●前面化粧板中は、屋根板との取付用として
　250㎜ピッチで穴があいていますが、全部の
　穴は使用せず、屋根板の穴と合う部分のみ
　M6×20六角ボルトとM6ナットで取り付け、
　ボルトの頭をM6ネジキャップでカバーして
　ください。〔図中　  印の所〕

●前面化粧板左の左端（右の右端）は、側面化
　粧板左（右）に止め付けます。

【軒樋の取付】

●まず軒樋中と軒樋左の大きい穴に、落し口を
　押し込みます。

●軒樋左・軒樋中・軒樋右の順に取り付けます。

●左右両端は、側面化粧板に止め付けます。

左
端

－ A － 参照

－ B － 参照

－ C － 参照

－ D － 参照

－ E － 参照

－ D － 参照

－ F － 参照

【軒樋と屋根板の固定】

●軒樋中と屋根板を、M6×16六角ボルトとM6
　ナットで固定し、ボルトの頭をM6ネジキャップ
　でカバーしてください。〔図中　  印の所〕

※屋根板には穴がありません。軒樋の穴に合わ
　せて、現場でφ7㎜程度の穴をあけてください。

【たて樋の取付】

屋根板には穴がありません。
軒樋の穴に合わせて、現場で
穴をあけてください。

コーキング

たて樋と各たて樋部品は、必ず

接着剤で固定してください。
接着剤

エルボ

通
す

た
て
樋

後
柱

押
し
込
む

－ A －

ネームプレート

裏紙をはがして貼り付けます。

土間コンクリート打ち コテ押さえ

【ネームプレートの取付】

●組立が終わりましたら、ネームプレートの裏側

　の紙をはがして、右図の位置に貼り付けてくだ

　さい。

【基礎・土間の施工】

●柱位置の穴に、コンクリートを詰めてください。

●同時に、土間コンクリート打ちを行います。

－ A － 参照

組立が終わりましたら、もう一度各部の

水平・垂直を確かめ、ネジをしめ付けて

ください。

※カットした
　残りを使用
　してください。
 (ℓ=200㎜ 程)

接着剤
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落し口

M6×20
六角ボルト

M5×10
トラスネジ

M6
ネジキャップ

M6ナット

M6×16
六角ボルト

M6ナット

M6
ネジキャップ

－ A －

軒樋中

コーキング

コーキング

M5×10
トラスネジ

－ G －

後柱右軒樋中

軒樋右

側面
化粧板左

落し口

屋根板

屋根板

前面化粧板中

前面化粧板中

前面
化粧板右

側面化粧板右

M6×20
六角ボルト

M5×10
トラスネジ

M6
ネジキャップ

M6ナット

屋根板

前面化粧板中

前

前

た
て
樋

左
端

後

接着剤

後
柱

た
て
樋


